
【注意を意識したバーチャルアシスタントの無効化】  Apple 

 

①要約： 

このアイデアは、ユーザーがバーチャルアシスタントを利用しているかどうかを検知し、

必要のないときにはアシスタントを停止させてバッテリー消費を抑える技術です。具体的

には、ユーザーが画面を見ているか、アプリを操作しているか、音声を入力しているかな

どを基準にして、アシスタントの表示時間を最適化します。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、不要なときに自動起動されたバーチャルアシスタントの表示を適

切に制御し、バッテリーの消費を削減することです。ユーザビリティを向上させると同時

に、デバイスの使用時間を延ばすことを目指しています。 

 

③新規性： 

このアイデアは、ユーザーの行動状況を検知してバーチャルアシスタントを適切に制御す

るという新しいアプローチを取っています。従来のバーチャルアシスタントは、時間経過

や特定の操作によってのみ制御されていましたが、この技術はユーザーの行動に着目して

います。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、ユーザーの視線や行動を基準にしてバーチャルアシスタントを

停止させるという点にあります。特定の条件が満たされると自動的に表示を停止する機能

は、他の類似技術と比較しても独創的であると言えます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、バッテリーの消費を最適化することで、デバイスの使用時間を長くする

ことができます。長時間使用するユーザーにとっては、バッテリーの持続性が大幅に向上

し、充電頻度を減らすことができるため、デバイスの利便性が向上します。そのため、ユ

ーザビリティや利便性の向上を通じた経済価値が期待できると言えます。 


